
 

 

 
 

 

 

 

 

南南知知多多町町  

高高齢齢者者福福祉祉計計画画及及びび第第６６期期介介護護保保険険事事業業計計画画  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年３月 

南 知 多 町 
 

概要版 

お弁当もって
きました。 

元気に働ける
のが一番。 

明日サロンに行
きましょう。 

介護予防教室へ
行きましょう。 

 
ヘルパーにきてもら
って助かるよ。 
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我が国の総人口は減少しているものの、平均寿命の延伸や少子化の進行などにより、

65 歳以上の高齢者人口は年々増加しており、４人に１人が高齢者という状況となってお

り、今後はいわゆる団塊の世代が高齢期を迎え、さらに高齢化が進むことが確実です。 

また、10 年後の平成 37 年（2025 年）には団塊の世代が 75 歳以上高齢者（後期高

齢者）になり、高齢者の単独独居や夫婦のみの高齢者世帯、要介護等認定者、認知症高齢

者が増加することが見込まれます。 

 

こうしたなか、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生活を営むために、

介護、医療、介護予防、住まい、日常生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシス

テム」の構築が重要となっています。 

南知多町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画では、南知多町高齢者福祉計画及

び第５期介護保険事業計画で定めた地域包括ケア実現のための方向性を継承しつつ、さら

なる「地域包括ケアシステム」の構築を進めるとともに、平成 37 年（2025 年）まで

の中長期的な視野に立ちながら、高齢者保健福祉施策及び介護保険事業の基本的な考え方

やめざすべき取り組み等の見直しを行うものです。 

 

 

 

 

計画の期間は、平成 27年度から平成 29 年度までの３年間です。 

本計画以後の計画は、平成 37 年（2025 年）に向け、前計画で開始した地域包括ケ

ア実現のための方向性を承継しつつ、在宅医療介護連携等の取り組みを本格化していくも

のです。 

そのため、平成 37 年（2025 年）までの中長期的なサービス・給付・保険料水準も

掲載し、中長期的な視野に立った施策の展開を図ります。 
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計画策定の趣旨 
 

第６期計画（Ｈ27～29年） 

見直し 

見直し 

第７期計画（Ｈ30～32年） 

第８期計画（Ｈ33～35年） 

見直し 

第９期計画 

（Ｈ36～38年） 

［第６期～］ 

平成 37年までの中長期的なサービス・給付も推計し 

中長期的な視野に立った施策の展開 

 

計画の期間 
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将来人口は、第６期計画の指標とする平成 37 年で、総人口は 16,296 人と推計され、

そのうち高齢者人口は、6,075 人で高齢化率が 37.3％と、平成 27 年の 6,346 人に対

し 4.3％減少すると推計されています。総人口は年々減少し、高齢者人口は平成 29 年を

ピークに減少すると推計されています。後期高齢者人口は平成 34 年まで減少傾向となり

ますが、平成 35 年以降は増加すると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：住民基本台帳（各年 3月末日現在）を元に推計         

 

 

 

要支援・要介護認定者数は、実績値で平成 24 年から平成 26年にかけて、認定者総数

は横ばいとなっていますが、第６期計画期間である平成 27 年から平成 29 年において増

加すると見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：介護保険事業状況報告 月報（各年９月末現在、平成 26年のみ７月末現在）        
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基本理念 基本目標 基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症高齢者を支えるま

ちづくり 

自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
で 

い
つ
ま
で
も
心
豊
か
に
元
気
で
暮
ら
そ
う 

  

１ 地域包括支援センターの

機能強化 

２ 生活支援サービスの充実 

１ 認知症の人のための支援

の充実 

２ 認知症の人や家族を支え

る地域づくり 

地域に密着したケア体制

の充実 

介護予防の充実 

３ 医療等関係機関との連携

強化 

 

４ 介護保険制度の円滑な運

営 

 

１ 介護予防や健康づくりへ

の支援 

施策の体系 
 

３ 認知症予防の推進 

２ 高齢者の生きがいづく

り・社会参加の推進 

 



 

4 

 

 

本計画は、高齢者に関する専門的・個別的な領域を担うとともに、前計画の基本的考え

方や趣旨を今後も踏襲し、地域包括ケア体制の実現に向け施策および事業を積極的に展開

していくため、「南知多町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画」の基本理念を「自

然豊かなふるさとで いつまでも心豊かに元気で暮らそう」を引き続き継承し、高齢者が

支えられる立場だけではなく、高齢者も支える立場として、地域のなかで多様な主体によ

る社会参加の機会を提供し、本町で暮らすすべての高齢者が、笑顔で元気に暮らせる社会

を実現するため、地域包括ケアシステムの構築をより一層推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよ

うに、地域包括ケアシステムの構築に向け、地域包括支援センターの機能強化や医療・介

護との連携に向けたネットワークづくりに取り組みます。 

また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、買い物な

どを始めとする日常生活を支援する多様な生活支援サービスの提供体制の構築や、地域で

の支えあい活動の推進に向けた仕組みづくりを進めていきます。 

さらに、介護を必要とする高齢者を社会全体で支えるために、介護保険事業の円滑な運

営や介護給付の適正化に努めます。 
 

基本施策 具体的施策 

１．地域包括支援センターの機能

強化 

（１） 総合相談支援業務 

（２） 権利擁護業務 

（３） 包括的・継続的ケアマネジメント業務 

（４） 介護予防ケアマネジメント業務 

（５） 地域包括支援センターの人員強化 

２．生活支援サービスの充実 

（１） 生活支援コーディネーターの配置 

（２） 地域組織などの運営支援・連携強化 

（３） 多様な主体による生活支援 

（４） 移動支援の検討 

３．医療等関係機関との連携強化 

（１） 地域ケア会議 

（２） 在宅医療・介護関係者研修の情報提供 

（３） 地域住民への普及啓発 

（４） 近隣市町との連携 

４．介護保険制度の円滑な運営 

（１） 要介護認定の適正化 

（２） ケアプランの適正化 

（３） その他の給付適正化事業 

基本目標１ 

 

) 

 

 

地域に密着したケア体制の充実 

計画の基本理念 ～高齢者介護のあるべき姿～ 
 

基本目標と基本施策 
 

基本理念 
 

 

自然豊かなふるさとで 

いつまでも心豊かに元気で暮らそう 
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今後一層の増加が予想される認知症高齢者について、認知症を早期に発見、受診し、ケ

アできる体制づくりや、見守りネットワークの構築など、本人と家族を支える地域づくり

を進めます。 

さらに、身近な場所で継続して認知症予防に関する活動ができるよう支援を行います。 

 

基本施策 具体的施策 

１．認知症の人のための支援

の充実 

（１） 認知症ケアパスの普及促進 

（２） 認知症初期集中支援チームの設置 

（３） 認知症対応型サービスの充実 

２．認知症の人や家族を支え

る地域づくり 

（１） 認知症サポーターの養成 

（２） 家族支援策の充実 

（３） 認知症カフェ・サロンなど地域の取り組みの充実 

（４） 認知症見守りネットワークの構築 

（５） 認知症学習会の開催 

３．認知症予防の推進 

（１） 認知症予防教室の開催 

（２） 住民主体の認知症予防活動の推進 

（３） 若年性認知症施策の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が、できる限り介護を必要としない生活を送れるよう地域ぐるみの健康づくり活

動を推進するとともに、高齢者自身が健康づくりに向けた取り組みができるよう支援して

いきます。 

また、多様な活動機会の提供を図り、高齢者の地域・社会活動を推進します。 

 

基本施策 具体的施策 

１．介護予防や健康づくりへの支

援 

（１） 介護予防・日常生活支援総合事業 

（２） 生活習慣病の予防 

（３） 介護予防教室の推進 

２．高齢者の生きがいづくり・社

会参加の推進 

（１） 住民主体による多様な通いの場 

（２） 地域ボランティアの養成・活動の促進 

（３） 地域のスポーツ活動や文化・学習活動等の支援 

基本目標２ 

 

) 

 

 

認知症高齢者を支えるまちづくり 

基本目標３ 

 

) 

 

 

介護予防の充実 
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地域包括ケアのイメージ 
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第５期（平成 24～26 年度）では、所得段階を８段階としていましたが、第６期（平

成 27～29 年度）においては、所得段階を 12段階とします。 

 

第６期介護保険事業計画における第 1 号被保険者の保険料 

所得段階 対 象 者 割 合 月額 年額 

第１段階 
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者であって世帯全員が

住民税非課税の人及び、世帯全員が住民税非課税で、前年

の課税年金収入と合計所得金額の合計が 80万円以下の人 

基準額×0.45 

(0.5) 

2,295 

(2,550) 

27,500 

(30,600) 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入と合計所

得金額の合計が 80万円超 120万円以下の人 
基準額×0.75 3,825 45,900 

第３段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入と合計所

得金額の合計が 120万円を超える人 
基準額×0.75 3,825 45,900 

第４段階 
世帯の中に住民税課税の人がいるが、本人は住民税非課税

で、前年の課税年金収入と合計所得金額の合計が 80万円以

下の人 

基準額×0.9 4,590 55,000 

第５段階 
世帯の中に住民税課税の人がいるが、本人は住民税非課税

で、前年の課税年金収入と合計所得金額の合計が 80万円を

超える人 

基準額 5,100 61,200 

第 6段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120万円未満

の人 
基準額×1.2 6,120 73,400 

第７段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120万円以上

190万円未満の人 
基準額×1.3 6,630 79,500 

第 8段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190万円以上

290万円未満の人 
基準額×1.5 7,650 91,800 

第 9段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 290万円以上

400万円未満の人 
基準額×1.7 8,670 104,000 

第 10段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 400万円以上

600万円未満の人 
基準額×1.8 9,180 110,100 

第 11段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 600万円以上

800万円未満の人 
基準額×1.9 9,690 116,200 

第 12段階 
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 800万円以上

の人 
基準額×2.0 10,200 122,400 

※（ ）内は、低所得者に対する「公費による保険料軽減強化」実施前の数値 

※平成 29年度は、低所得者に対する「公費による軽減強化」の軽減割合等が拡大される予定があります。 

 

平成 27 年度から平成 29 年度までの保険料基準額を 5,100 円とします。 

第１号被保険者保険料基準額 月額 5,100 円（年額 61,200 円） 

 

 

 

 

 

 

南知多町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画 概要版 

平成 27 年３月 

発行：南知多町 保健介護課 

〒470-3495    

愛知県知多郡南知多町大字豊浜字貝ケ坪 18番地 

電話：0569-65-0711 

FAX：0569-65-0694 

 

所得段階別保険料の設定 
 


